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第２２４回：あれから四半世紀 

 

きょうは６月４日、あの忌わしい天安門事件から２５年が過ぎた。あの晩、北京市の中心部に陣取る各国

メディアは必死になって天安門広場を目指し、銃弾飛び交う現場から命がけで携帯電話や小型カメラによる

流血の画像や音声を全世界に発信した。既に四半世紀も昔の出来事だが、いまでもその印象が強烈に残

っており、往時渺茫夢の跡とはいかないようだ。天安門事件の再評価と民主化を求める声は近年ますます

強まっており、これに対し習近平指導部は節目の年をターゲットにした民主化要求の更なる高揚を警戒し、

活動家たちを続々と検挙拘束している。先月末には天安門広場の学生たちに理解を示したが故に失脚した

趙紫陽元総書記のブレーンであった元秘書の鮑彤氏が北京の自宅からどこかに連行され、いまでも所在が

不明のままとなっている。彼ほど国際的に著名な人物に対し、中国の秘密警察が暴行を加えたり、刑務所

にぶち込んだりするとは考えにくいので、「天安門２５周年」の報道フィーバーのほとぼりが冷めるまで海外

のマスコミと接触させないための「強制隔離」戦術か。中国の警察は保健所も兼ねているらしい。同じく５月

には天安門事件の再評価を求める研究会に参加した人権派弁護士の浦志強氏を始めとする５名が拘束さ

れており、香港情報によると４月以降「天安門イベント」に連座して拘束された人物は７０名を超えると云う。 

あのとき三菱信託銀行の上海駐在員だった筆者は、事件の翌朝自転車にトランクをくくりつけ虹橋空港に

駆け込んだ。そして国際線窓口に、こんなこともあろうかと自費で事前に買い求めていたチケットを提示し、

朝７時過ぎの香港行きキャセイ航空に飛び乗り、中国から一番最初に脱出した日本人となった。危機管理

の常識として、優先搭乗の権利を確保するため、頭等艙（ファースト・クラス）のチケットを用意していたのは

云うまでもない。ファースト・クラスには高そうな酒がたんまり用意されており、キャセイはシャンパンだけで

三種類も用意していた。あの朝機内で酒を要求するバカは一人しかいなかったので、氷入りバケツに入れ

たヴーヴ・クリコを隣席に一本置いてもらい、「ヴーヴ・クリコ（Veuve Clicquot）のヴーヴって、たしか未亡人

の意味では？惨劇の朝に相応しい酒だ！李鵬のバカヤロー！」とくだを巻き、酔歩蹣跚として香港支店に

辿りついたような覚えがある。それから香港に三泊したが、数日で北京の騒擾が解決するわけもなく、香港

から東京に帰り、約一か月のあいだ本社で待機することになった。毎日国際部門に顔を出し、部内の一角

に臨時北京上海事務所を構えたが、国際部門の連中の憐憫の視線を感じつつ、これがボートピープルかと

心細い思いをしたものだ。幸い上海には翌月に戻ることができたが、こんな乱暴な国とまともなビジネスが

できるわけないと筆者も銀行もそう考え、翌１９９０年に帰国命令が出され、心機一転、本社の国際部門にて

プロジェクトファイナンス課の課長として再出発することになった。それから１０年後の１９９８年、もう二度と

行くものかと思っていた中国だったが、第三次中国ブームのなか「余人をもって代え難い」と人事部におだて

られ再び上海で働くことになるとは四半世紀前には思いもよらなかった。 

政治改革に背を向ける習近平政権と、一党独裁国家に勇敢に立ち向かう民主活動家、彼我の実力差は

いまのところ話にならないが、両派の今後の政治力学が中国の栄枯盛衰のカギを握ることは間違いない。

中国の将来を占うとき参考になりそうだと思って最近読んだのが池上彰氏の「世界を変えた１０冊の本」だ。

池上氏の１０冊は次の通り、次の順番となっている。①アンネの日記、②聖書、③コーラン、④プロテスタン
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ティズムの倫理と資本主義の精神、⑤資本論、⑥イスラム原理主義の道しるべ、⑦沈黙の春、⑧種の起源、

⑨雇用、利子および貨幣の一般理論、⑩資本主義と自由。同氏の著作は極めて分かりやすいし、説得力が

ある。このなかで②③④⑤⑧⑨は異議なし。⑥⑦⑩は読んでいないが、⑥はいまそこにある危機だ、⑦は

環境破壊に対する警告の書らしい。⑩はミルトン・フリードマンだからケインズの対極の位置付けだろう。 

ちょっと意外だったのが「アンネの日記」である。第二次世界大戦で６００万人とも云われる膨大な犠牲を

生んだユダヤ人の悲劇の象徴がアンネ・フランクという少女の遺した日記であることは誰だって知っている。

日記の内容は多感な年頃の少女らしく、夢や希望もあれば母親との葛藤や、セクシャルな願望も登場して

おり、等身大の少女の記録と云ってよいだろう。この日記を読めば、理想や将来の夢を熱く語っていた若い

少女が終戦の直前にナチスに連行され、強制収容所にて15歳で亡くなった事実は誠に痛々しく、涙を禁じ

得ない。戦後ユダヤ人は約束の地にイスラエルを建国したが、人口僅か８００万人のイスラエルは、四方を

敵に囲まれており、４度にわたる中東戦争を経ても、未だこの地に平和が訪れる気配がない。イスラエルは

この地で生き残るためハリネズミのように武装し、先手必勝でアラブ諸国を制してきた。自国の平和を維持

するためにイラクの核施設を空爆し、人質を奪還するためウガンダのエンテベ空港まで特殊部隊を派遣す

るような無茶を重ねてきたが、こんな暴挙に対する国際社会の反発を緩和させる力が「アンネの日記」には

あると池上氏は主張する。その通りだと思う。イスラエルは「メルカバ」と云う世界最強の重戦車部隊を有し

ているが、それよりも「アンネの日記」の方が強固な醜の御楯として国を守っている。日記は世界で３０００万

部も売れる大ベストセラーとなったが、それだけではない。１９５９年にはハリウッドで映画化され、アンネの

悲劇は更に人口に膾炙することになった。映画の聖地ハリウッドを支配しているのがユダヤ系資本であり、

ユダヤ人の苦難の歴史は「天地創造」、「十戒」、「ベンハー」、「栄光への脱出」等によって世界中に知られ

ており、これらの親ユダヤ映画はイスラエルの安全保障を支える大きなバックボーンとなっている。 

ユダヤ問題と、中国の人権問題は同列に論じるテーマではないが、コピー技術に長けた中国人はユダヤ

人の巧妙なプロパガンダを見習うべきだ。天安門事件は許しがたい暴挙だが世界中が涙するストーリーは

生まれなかった。天安門広場に陣取った学生運動の指導者たちは、必ずしも謙虚な態度ではなかったし、

広場で犠牲となった多くが夕涼みがてらの野次馬だったという不幸な事情もある。事件後も海外で亡命貴族

のような放埓な生活を送る元学生運動のリーダーも多い。身の危険を顧みず高邁な民主化運動を推進する

のは尊敬に値する行動だが、中国ではなかなか万人が涙する英雄譚が生まれにくいようだ。（了）  

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。   

                                   平成２６年６月４日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


